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（
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）
境
内
自
由

（
駐
車
場
）
祭
事
日
は
臨
時
駐
車
場
あ

り
。
無
料

悲
恋
の
娘
供
養
の「
汁
か
け
」

野
口
神
社
拝
殿
と
蛇
綱
‖
御
所
市
蛇
穴
で
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葛
城
山
の
東
麓
、
葛
城
川

の
東
、
今
も
清
水
が
豊
か
に

流
れ
る
蛇
穴
と
い
う
集
落

に
、
野
口
神
社
は
鎮
座
し
ま

す
。祭

神
は
神
倭
伊
波
礼
毘

古
命
（
神
武
天
皇
）
と
そ

の
皇
子
の
彦
八
井
命
で
す
。

社
伝
に
よ
る
と
彦
八
井
命
の

子
孫
の
茨
田
連
は
仁
徳
天

皇
の
時
代
、茨
田
堤
を
築
き
、

後
に
蛇
穴
村
へ
移
住
し
、
祖

神
を
祭
っ
た
と
い
わ
れ
ま

す
。
ま
た
蛇
穴
の
野
口
家
の

先
祖
は
茨
田
氏
と
も
い
わ
れ

ま
す
。
野
口
神
社
に
は
、
野

の
神
に
豊
作
と
農
耕
の
無
事

を
祈
る
野
神
信
仰
が
残
っ
て

い
ま
す
。

毎
年
５
月
５
日
の
朝
、
境

内
に
氏
子
た
ち
が
集
ま
り
、

前
日
に
作
っ
た
蛇
の
頭
部

に
、
餅
米
の
わ
ら
で
約

㍍

の
蛇
体
を
編
み
こ
ん
で
完

成
。
蛇
綱
は
拝
殿
で
祈
祷
の

後
、
ワ
カ
メ
の
味
噌
汁
を
か

け
ら
れ
、
参
拝
者
に
も
味
噌

汁
が
振
舞
わ
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
子
ら
を
交
え
て

「
蛇
綱
曳
き
」
が
始
ま
り
集

落
を
巡
行
、神
社
に
戻
る
と
、

蛇
綱
は
蛇
塚
に
巻
か
れ
、
お

供
え
さ
れ
ま
す
。
こ
の
「
汁

か
け
祭
り
」
は
、
御
所
市
の

無
形
民
俗
文
化
財
で
す
。

祭
り
の
由
来
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
伝
説
が
あ
り
ま

す
。
茨
田
長
者
の
娘
が
葛
城

山
に
修
行
に
通
う
役
行
者
に

恋
を
し
た
が
、
見
向
き
も
さ

れ
ず
、
蛇
に
化
け
て
追
い
か

け
火
を
噴
い
た
。
村
人
は
味

噌
汁
を
ぶ
っ
か
け
、
古
井
戸

の
中
に
蛇
を
追
い
込
み
、
岩

で
封
じ
込
め
た
。

そ
の
娘
の
供
養
の
た
め
、

祭
事
が
行
わ
れ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

平
越
真
澄
）


